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１ 実施要項 

１ 目的 

専門的な教科指導力と授業力の向上を図るとともに、時代に即した教育課題に取り組み、変化への

対応力を育む。 

２ 実施主体 

福井県教育委員会 

３ 実施期間 

令和７年度の１年間 

４ 対象者 

(1)令和５年度に採用された小学校、中学校、高等学校および特別支援学校の教諭で、２年目研修を受

講した者とする。ただし、養護教諭および栄養教諭は除く。 

(2)当該年度に長期の休暇（休業）を取得することがすでに明らかな場合は、原則として休暇（休業）

明けに受講すること。なお、年度途中に長期の休暇（休業）を取得することになった場合は、受講可

能な研修を受講し、残りは休暇(休業)明けに受講することとする。いずれの場合も、休暇（休業）か

らの復帰時期によっては、翌年度の受講となる。 
 

５ 実施計画  

コード№ 育成指標分類 研修名（研修内容） 実施日時・会場等 備考 

－ － 

「令和の日本型学校教育」を担う 

教師の学び 

研修ガイダンス 
下記 3 日のうち指定日に受講 

5 月 8 日（木）嶺南教育事務所 

5 月 9 日（金）教育総合研究所 

5 月 14 日（水）教育総合研究所 

いずれも 9:30～16:00 

p.2

３ 

参照 

223 
素養 

生徒指導 

学級運営② 

（個別の課題に対する理解と支援） 

251 学習指導 校種別研修 

215 学習指導 
授業実践研究Ⅳ 

（授業実践研究の深め方） 

261b 

素養 

学習指導 

特別な配慮や支援 

ふくいの力 

授業実践研究の共有 

（初任者・２年目・３年目の 

クロスセッション） 

【小・中・高等学校】 

下記 8 日のうち 1 日選択 
10 月 15 日（水）嶺南教育事務所 

16 日（木）教育総合研究所 
21 日（火）あいぱーく今立（越前市） 
23 日（木）教育総合研究所 
29 日（水）教育総合研究所 
30 日（木）嶺南教育事務所 

11 月     6 日（木）教育総合研究所 
7 日（金）教育総合研究所 

【特別支援学校】 
下記３日のうち 1 日選択 
10 月 30 日（木）特別支援教育センター 
11 月     6 日（木）特別支援教育センター 

13 日（木）特別支援教育センター 
いずれも 13:30～16:30 

p.2 

２ 

 

３ 

 

参照 

262 

素養 

学習指導 

特別な配慮や支援 

ふくいの力 

教育実践研究の共有 

（初任者・３年目・中堅の 

クロスセッション） 

下記 6 日のうち 1 日選択 
1 月 22 日（木）教育総合研究所 
  23 日（金）嶺南教育事務所 
    27 日（火）教育総合研究所 
    29 日（木）あいぱーく今立（越前市） 
2 月     4 日（水）教育総合研究所 

5 日（木）教育総合研究所 

いずれも 13:30～16:30 

p.2 

２ 

 

３ 

 

参照 

G213 生徒指導 
通信型研修 

「学級づくりシリーズⅢ」 
8 月 22 日（金）までに受講 

p.3 

参照 

G230 素養 通信型研修「人権教育」   9 月 19 日（金）までに受講 
p.3 

参照 
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２ 授業実践研究 

授業力向上のためには実践と省察を継続して行う必要がある。３年目研修では、初任から取り組ん

できた授業実践研究を継続し、若手教員研修３年間の集大成とすることを研修の軸とする。  

 

１ 授業実践研究Ⅳ コード No.215（５月） 

校種や教科に合わせたグループ構成とし、「授業実践研究の概要」をもとに今年度の授業実践研究

の深め方について協議する。 

 

２ 授業実践研究の共有（初任者・２年目・３年目のクロスセッション）コード No.261b（10、11 月），

教育実践研究の共有（初任者・３年目・中堅のクロスセッション）コード No.262（１、２月）  

初任者・２年目・３年目のクロスセッション 

「授業実践研究（中間報告）」をもとに校種や教科に合わせたグループ協議を通じて、専門的な

力量を形成する。 

初任者・３年目・中堅のクロスセッション 

「授業実践研究（最終報告）」をもとに校種や教科を超えたグループ協議を通じて、他者の視点

を意識し、視野を広げる。 

 

３ 各研修の受講 
［研修資料のダウンロード］ 

研修資料は、研修日の２日前から教育総合研究所ホームページ→「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状

況」→「【３年目研修】令和７年度３年目研修」→「ダウンロードファイル一覧」よりダウンロー

ドが可能となる。当日は、印刷して持参するか、各自の端末で閲覧できるようにしておく。 

※ 詳しくは「Ｐｌａｎｔ」ＴＯＰ画面の「お知らせ通知受信一覧」にある「研修に際して」を参

照。 

 

１ 学級経営②、校種別研修、授業実践研究Ⅳ（コード No.223、251、215） 

(1)期日・会場 

嶺南小・中学校勤務者           ５月 ８日（木） 嶺南教育事務所 

嶺北中学校、高等学校、特別支援学校勤務者 ５月 ９日（金） 教育総合研究所  

嶺北小学校勤務者             ５月 14 日（水） 教育総合研究所 

(2)当日の日程 

受付 9:00～9:20  研修 9:30～16:00 

(3)当日の準備物 

・若手教員研修（３年目研修）の手引き 

   ・レポート「授業実践研究の概要」７部（両面印刷） 

・名札 

・学級運営指導書「通うのが楽しい学級づくり」 

・「令和６年度 ２年目研修 教育実践研究 最終報告レポート集」（特別支援学校勤務者のみ） 

(4)授業実践研究に関する調査 

グループ協議の班編制のため、担当学年等について次のＵＲＬまたは二次元コードから回答す 

ること。 

   〔ＵＲＬ〕  https://forms.office.com/r/v4f3L6KPph 

    【回答締切】令和７年４月 21 日（月） 

 

 

 

２ 授業実践研究の共有（初任者・２年目・３年目のクロスセッション）コード No.261b（10、11 月）、

教育実践研究の共有（初任者・３年目・中堅のクロスセッション）コード No.262（１、２月） 

(1)当日の日程 

    受付 13:00～13:20  研修 13:30～16:30 

  (2)当日の準備物 

      No.261b：レポート「授業実践研究（中間報告）」７部、内履き（あいぱーく今立のみ） 

      No.262 ：レポート「授業実践研究（最終報告）」７部、内履き（あいぱーく今立のみ） 

https://forms.office.com/r/v4f3L6KPph
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 (3)受講希望日の調査 

①No.261b の受講希望日（第１希望～第３希望）について、次のＵＲＬまたは二次元コードから

回答すること。（事前に行事予定を確認し、管理職と相談すること。） 
    〔ＵＲＬ〕   https://forms.office.com/r/TAWkD4Tuu5 

                               

【回答締切】 令和７年５月 30 日（金） 

なお、受講決定日は、教育総合研究所から別途文書で通知する。 

 

 

   ②No.262 の受講希望日（第１希望～第３希望）について、次のＵＲＬまたは二次元コードから回

答すること。（事前に予定を確認し、管理職と相談すること。） 

〔ＵＲＬ〕   https://forms.office.com/r/wjX9dv4wi8 

                             

      【回答締切】 令和７年 10 月 17 日（金） 

なお、受講決定日は、教育総合研究所から別途文書で通知する。 

 

 

 

３ 通信型研修（コード No.G213、G230） 

教育総合研究所ホームページ「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状況」→「【３年目研修】令和７年度３

年目研修」より以下の動画を視聴する。視聴後は「校外研修の記録・報告書」（様式４）の【概要・

感想・成果の活用等】に振り返りを入力する。（「Ｐｌａｎｔ」での振り返りの入力は不要） 

 

※ 通信型研修 G230「人権教育」については、視聴可能となる日時を「Ｐｌａｎｔ」の「お知らせ

通知受信一覧」にて通知する。 

※ 受講方法の詳細は「Ｐｌａｎｔ」ＴＯＰ画面の「お知らせ通知受信一覧」にある「研修に際して」

を参照。 

 

 

 

 

コード№ 内容（講座タイトル） 配信開始日 受講期限 備考 

G213 「学級づくりシリーズⅢ」 ４月１日(火) ８月22日(金） 

・「Ｐｌａｎｔ」「【３年目

研修】」→「動画一覧」より

視聴する。 

G230 「人権教育」 ８月下旬 ９月19日(金) 

・「Ｐｌａｎｔ」→「【３年

目研修】」→「ＵＲＬ」より

視聴する。 

・受講後、「Ｐｌａｎｔ」→

「【３年目研修】」→「テス

ト一覧」→「G230 人権教育

テスト」を受けて完了とな

る。 

https://forms.office.com/r/TAWkD4Tuu5
https://forms.office.com/r/wjX9dv4wi8
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４ 提出書類等 

１ 校外研修の記録・報告書（様式４） 
様式は教育総合研究所ホームページ「教員研修」→「基本研修、職務研修」→「３年目研修」から

ダウンロードして作成し、提出する。（作成したものは必ず管理職と共有すること。） 

(1)「校外研修の記録・報告書」の作成 

毎回の研修終了後に受講日および会場、概要・感想・成果の活用等を入力する。 

通信型研修は、受講後に受講日および概要・感想・成果の活用等を入力する。 

※ 受講の方法や期限は p.３「３通信型研修」を参照。 
(2)提出方法 

１年間の研修終了後、下記［提出経路］に従いデータを管理職を通じてメールにて提出する。 

※ 延期願を提出した研修については、該当研修の欄に「次年度に延期」と入力する。 

※ 年度途中で研修を受講できなくなった場合は、その時点での記録・報告書を提出する。 

ファイル形式：ＰＤＦ 

ファイル名：【勤務校略称_氏名（フルネーム）】３年目研_記録・報告書 

締切：市町小・中学校・・・・・・・・・・・・・・・・・令和８年２月 27 日（金）  

高等学校、県立中学校・・・・・・・・・・・・・・令和８年３月 ６日（金） 

特別支援学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・令和８年２月 27 日（金）  

 

 

２ 諸届 

次のものは、事前に管理職を通じて担当機関に問い合わせた上で、必要に応じて校長が作成し、下

記の提出経路に従ってデータをメールにて提出する。様式は、教育総合研究所ホームページ「教員研

修」→「欠席届、延期願」よりダウンロードする。提出時のファイル形式はＰＤＦとする。 

「欠席届」（共通様式１）・・・・年度内に代替研修の受講が可能な場合 

「延期願」（共通様式２）・・・・受講が次年度以降になる場合 

※ 特別支援教育センターに提出する場合は、宛名に「特別支援教育センター所長」も併記する。 

 

［提出経路］ 

○ 市町小・中学校 

 

 
 

 

 

 

 

○ 高等学校、県立中学校 

 

 

 

            
○ 特別支援学校 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
   ※ メール送信の際は、件名に「３年目研修」を表記してください。 

    （例）「３年目研修」欠席届【福井小_春江太郎】 

教育総合研究所 教職研修センター E-mail  kyousyoku@pref.fukui.lg.jp 

特別支援教育センター E-mail  tokuse03@pref.fukui.lg.jp 

対 象 者 校 長 特別支援教育センター 教 育 総 合 研 究 所 

対 象 者 校 長 市町教育委員会 教 育 総 合 研 究 所 

南越地方教育委員会連絡協議会・嶺南教育事務所 

（池田町・南越前町のみ）    （嶺南のみ） 

対 象 者 校 長 教 育 総 合 研 究 所 

mailto:kyousyoku@pref.fukui.lg.jp
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３ レポート 

様式は、教育総合研究所ホームページ「教員研修」→「基本研修、職務研修」→「３年目研修」よ

りダウンロードする。 

(1)「授業実践研究の概要」（様式１）Ａ４判たて、１ページ程度 

コード№215 のグループ協議時に、７部持参し、５月 30 日(金）までに下記のとおり提出する。 

〈提出方法〉 

  教育総合研究所ホームページ「Ｐｌａｎｔ」→「研修申込状況」→「【３年目研修】令和７年度

３年目研修」→「課題・アンケート一覧」から提出する。 

  ※ 詳しくは「Ｐｌａｎｔ」ＴＯＰ画面の「お知らせ通知受信一覧」にある「研修に際して」を参

照。 

  ファイル形式：ＰＤＦ   

ファイル名：【勤務校略称_氏名（フルネーム）】概要 

      （例）【福井小_春江太郎】概要 

 (2)「授業実践研究（中間報告）」（様式２）Ａ４判たて、２ページ程度 

10 月３日（金）までに(1)と同様の提出方法で提出する。 

ファイル形式：ＰＤＦ   

ファイル名：【勤務校略称_氏名（フルネーム）】中間報告 

コード№261b（10、11 月クロスセッション）の際に７部持参する。 

(3)「授業実践研究（最終報告）」（様式３）Ａ４判たて、３～５ページ 

コード№262（１、２月クロスセッション）の際に７部持参する。 

  １、２月クロスセッション受講後、一週間以内に(1)と同様の提出方法で提出する。 

ファイル形式：ＰＤＦ 

ファイル名：【勤務校略称_氏名（フルネーム）】最終報告 
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自
身

の
「

や
り

た
い

こ
と

」
と

「
福

井
の

将
来

」
を

探
究

す
る

学
び

の
推

進

福
井
の
教
育
の
継
承

・
福

井
の

教
育

を
よ

り
よ

く
し

て
い

く
心

と
態

度
・
幼

・
小

・
中

・
高

の
円

滑
な

学
び

の
接

続
に

よ
る

教
育

の
推

進
・
学

校
内

外
の

世
代

間
交

流
や

校
種

間
交

流
に

よ
る

教
員

の
学

び
の

深
化

・
学

校
経

営
方

針
に

基
づ

く
予

算
編

成
と

執
行

に
よ

る
教

育
　
環

境
の

整
備

・
充

実
・
事

務
職

員
と

連
携

し
た

組
織

的
で

適
正

な
執

行
管

理
活
用
指
導
力
の
向
上
と

教
育
活
動
の
充
実

・
IC

T
に

関
す

る
基

礎
的

な
技

能
の

習
得

・
学

校
に

お
け

る
デ

ー
タ

活
用

の
意

義
の

理
解

・
IC

T
活

用
指

導
力

の
向

上
と

IC
T

の
特

性
や

強
み

を
活

か
し

た
多

様
な

学
習

形
態

や
専

門
性

の
高

い
教

育
活

動
の

実
現

・
学

習
履

歴
や

健
康

上
・
生

徒
指

導
上

の
デ

ー
タ

等
の

蓄
積

・
利

活
用

に
よ

る
学

習
支

援
・
校

務
の

効
率

化

・
子

ど
も

の
多

様
な

背
景

と
学

習
上

・
生

活
上

の
困

　
難

へ
の

配
慮

の
理

解
・
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

の
視

点
や

異
文

化
理

解
・
多

文
化

共
生

等
の

考
え

方
に

基
づ

く
、
多

様
性

を
認

め
合

い
支

え
合

う
安

全
・
安

心
な

風
土

の
醸

成
・
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

特
性

等
の

理
解

と
共

感
的

な
関

わ
り

、
学

習
上

・
生

活
上

の
つ

ま
ず

き
や

困
難

の
早

期
発

見
と

適
切

な
援

助
・
指

導

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

専
門
性

・
特

別
支

援
教

育
や

障
が

い
の

特
性

、
合

理
的

配
　
慮

へ
の

理
解

・
障

が
い

に
応

じ
た

支
援

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ

の
両
立

・
業

務
の

適
正

化
と

勤
務

時
間

管
理

に
よ

る
子

ど
も

と
向

き
　
合

う
時

間
の

確
保

と
教

育
者

と
し

て
の

幸
福

感
の

向
上

・
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

と
労

働
安

全
衛

生
管

理
　
の

充
実

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

人
材
育
成

・
教

職
員

の
自

律
的

な
成

長
や

中
核

と
な

る
人

材
の

育
成

　
を

意
識

し
た

業
務

の
割

り
当

て
、
適

正
な

評
価

と
指

導
・
助

　
言

・
教

職
員

の
自

律
的

な
学

び
を

促
す

校
内

研
修

の
推

進
・
対

話
に

基
づ

く
教

職
員

の
意

欲
喚

起
と

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

へ
の

　
助

言
、
一

人
一

人
に

応
じ

た
研

修
等

の
受

講
奨

励

・
組

織
的

な
課

題
未

然
防

止
教

育
の

工
夫

と
実

践
・
子

ど
も

の
実

情
や

背
景

の
把

握
と

個
別

の
課

題
に

　
対

応
し

た
援

助
・
指

導
・
報

告
・
連

絡
・
相

談
を

通
し

た
校

内
外

の
ス

タ
ッ

フ
　
に

よ
る

チ
ー

ム
で

の
共

通
理

解
と

対
応

・
変

動
す

る
社

会
状

況
や

子
ど

も
の

心
理

状
態

の
的

　
確

な
把

握
と

個
別

の
実

態
に

応
じ

た
援

助
・
指

導
・
一

人
ひ

と
り

の
子

ど
も

に
対

す
る

一
貫

性
の

あ
る

　
連

携
体

制
の

整
備

と
取

組
の

推
進

・
課

題
未

然
防

止
教

育
の

理
解

・
子

ど
も

の
実

情
や

背
景

の
把

握
と

報
告

・
連

絡
・

　
相

談
に

よ
る

組
織

的
対

応
の

理
解

・
課

題
未

然
防

止
教

育
に

関
す

る
学

校
の

方
針

の
　
理

解
と

実
践

・
子

ど
も

の
実

情
や

背
景

の
把

握
と

報
告

・
連

絡
・

　
相

談
に

よ
る

組
織

的
対

応
の

姿
勢

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
横

断
的

・
総

合
的

な
学

習
で

育
成

さ
れ

る
子

ど
も

　
の

資
質

・
能

力
の

理
解

・
社

会
や

地
域

と
つ

な
げ

た
教

育
活

動
の

意
義

へ
の

　
理

解

・
学

校
の

教
育

目
標

の
把

握
と

め
ざ

す
子

ど
も

像
を

　
意

識
し

た
授

業
づ

く
り

・
社

会
や

地
域

と
つ

な
げ

た
教

育
活

動
へ

の
参

画

・
学

校
の

実
態

に
応

じ
た

教
科

横
断

的
な

視
点

で
　
の

教
育

課
程

の
評

価
・
改

善
・
社

会
や

地
域

と
つ

な
げ

た
特

色
あ

る
教

育
活

動
の

　
提

案

・
学

校
の

実
態

に
応

じ
た

教
科

横
断

的
な

視
点

で
　
の

組
織

的
な

教
育

活
動

を
牽

引
・
社

会
や

地
域

と
つ

な
げ

る
教

育
資

源
の

開
発

・
活

　
用

組
織
づ
く
り

ふ く い の 力

引
き
出
す
教
育
・

楽
し
む
教
育

・
福

井
の

教
育

の
特

長
の

理
解

・
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

個
性

を
「

引
き

出
す

教
育

」
の

推
進

・
子

ど
も

が
探

究
心

を
持

ち
、
学

び
を

「
楽

し
む

教
育

」
を

進
め

る
た

め
の

教
育

活
動

の
工

夫

「
ふ
る
さ
と
福
井
」
の
教
育

・
障

が
い

の
状

態
に

応
じ

た
具

体
的

な
支

援
に

関
す

　
る

知
識

・
技

能
の

習
得

・
多

様
な

教
育

的
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

合
理

的
配

慮
　
の

提
供

・
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
最

新
の

知
識

の
習

得
・
個

別
の

教
育

支
援

計
画

等
に

基
づ

く
連

続
性

の
　
あ

る
支

援
、
保

護
者

や
関

係
機

関
と

の
連

携

・
学

校
を

取
り

巻
く

環
境

や
特

別
支

援
教

育
に

関
す

　
る

課
題

の
把

握
と

組
織

的
な

支
援

の
調

整
学
校
安
全
・
危
機
管
理

・
服

務
規

律
・
法

令
遵

守
の

教
職

員
へ

の
啓

発
と

徹
底

・
様

々
な

危
機

に
対

す
る

未
然

防
止

策
の

策
定

に
よ

る
組

織
　
体

制
の

整
備

・
保

護
者

・
地

域
・
関

係
機

関
と

の
協

力
関

係
の

構
築

I C T 等

の 利 活 用

子
ど
も
の
情
報
活
用
能
力

の
育
成

・
子

ど
も

の
情

報
活

用
能

力
育

成
の

重
要

性
の

理
　
解

・
個

別
最

適
な

学
び

・
協

働
的

な
学

び
の

実
現

に
よ

る
子

ど
も

の
問

題
発

見
解

決
力

・
自

己
調

整
力

の
育

成
・
子

ど
も

が
デ

ジ
タ

ル
社

会
の

一
員

と
し

て
責

任
を

も
っ

て
行

動
し

て
い

く
態

度
の

醸
成

財
務
管
理

特 別 な 配 慮 や

支 援

全
て
の
子
ど
も
の
安
全
・

安
心
な
居
場
所
づ
く
り

・
多

様
な

専
門

性
等

を
有

す
る

人
材

が
円

滑
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
　
ー

シ
ョ

ン
を

取
れ

る
心

理
的

安
全

性
の

確
保

・
保

護
者

や
地

域
、
関

係
機

関
や

産
業

界
等

と
の

折
衝

・
協

　
働

に
よ

る
相

互
作

用
の

促
進

連
携
・
協
働

・
子

ど
も

や
保

護
者

と
教

職
員

の
相

互
理

解
の

重
要

　
性

の
理

解
・
保

護
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

・
学

校
内

外
の

多
様

な
人

々
と

の
連

携
・
協

働
、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

通
じ

た
課

題
解

決
へ

の
姿

勢

学 習 指 導

教
科
等
の
専
門
性

・
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
へ

の
理

解
・
子

ど
も

の
資

質
・
能

力
の

育
成

に
資

す
る

教
科

等
　
に

関
す

る
専

門
性

・
教

科
等

の
見

方
・
考

え
方

を
働

か
せ

た
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

・
教

科
等

に
関

す
る

専
門

性
の

向
上

と
学

習
者

中
心

の
授

業
の

創
造

学 校 経 営 者 と し て の 専 門 性

経
営
方
針
提
示

・
学

校
の

置
か

れ
た

状
況

や
教

育
課

題
の

把
握

と
明

確
な

　
経

営
ビ

ジ
ョ

ン
の

提
示

・
経

営
ビ

ジ
ョ

ン
の

教
職

員
と

の
共

有
、
地

域
や

保
護

者
へ

の
　
発

信
に

よ
る

連
携

・
協

働
の

促
進

授
業
力

・
子

ど
も

の
多

様
な

特
性

や
学

習
状

況
に

応
じ

た
授

　
業

展
開

へ
の

理
解

・
探

究
的

な
学

習
の

過
程

に
即

し
た

学
習

活
動

・
授

　
業

改
善

へ
の

理
解

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

　
発

問
や

視
覚

化
等

の
工

夫
・
指

導
と

評
価

の
一

体
化

に
基

づ
く

授
業

改
善

、
子

　
ど

も
の

主
体

的
な

学
び

を
支

援
す

る
伴

走
者

と
し

　
て

の
授

業
実

践
力

の
向

上

・
子

ど
も

の
学

び
を

見
取

り
、
引

き
出

し
、
つ

な
ぐ

、
　
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

力
・
省

察
的

実
践

サ
イ

ク
ル

の
構

築
に

よ
る

探
究

的
な

　
学

び
の

推
進

と
授

業
実

践
力

の
向

上

・
子

ど
も

の
主

体
性

を
尊

重
し

、
子

ど
も

同
士

の
考

え
　
を

つ
な

ぎ
、
子

ど
も

と
と

も
に

作
り

上
げ

る
授

業
の

　
工

夫
・
省

察
と

対
話

に
よ

る
授

業
実

践
力

の
向

上
、
継

続
　
的

な
授

業
改

善
を

牽
引

教
育
活
動
の
推
進

・
教

育
課

程
お

よ
び

教
育

活
動

の
評

価
・
改

善
と

組
織

的
な

　
学

校
運

営
に

よ
る

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
・
多

様
な

子
ど

も
に

対
す

る
個

別
最

適
な

支
援

の
工

夫
、
多

　
様

な
教

育
的

ニ
ー

ズ
へ

の
組

織
的

対
応

・
目

標
達

成
に

向
け

た
適

切
な

校
務

分
掌

の
設

計
、
教

職
員

　
の

適
性

を
生

か
し

た
業

務
分

担
、
役

割
の

明
確

化
・
多

様
な

専
門

性
等

を
有

す
る

人
材

が
強

み
等

を
生

か
し

て
　
連

携
・
協

働
で

き
る

体
制

構
築

の
工

夫
・
教

師
同

士
の

学
び

合
い

を
促

進
す

る
環

境
整

備
・
雰

囲
気

　
づ

く
り

生 徒 指 導

子
ど
も
の
発
達
を
支
え
る

働
き
か
け

・
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

よ
さ

や
可

能
性

を
伸

ば
す

　
姿

勢
・
認

め
合

い
励

ま
し

合
い

支
え

合
う

集
団

づ
く

り
と

個
　
別

の
子

ど
も

の
状

況
に

応
じ

た
配

慮
へ

の
理

解

・
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
へ

の
共

感
的

理
解

と
よ

さ
や

可
能

性
を

伸
ば

す
姿

勢
、
子

ど
も

の
自

己
指

導
能

力
の

獲
得

を
目

指
し

た
支

援
・
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
が

自
己

存
在

感
を

感
受

し
、
個

性
を

発
揮

で
き

る
相

互
扶

助
的

で
共

感
的

な
人

間
関

係
の

育
成

と
集

団
づ

く
り

・
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

自
己

実
現

や
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
力

の
育

成
を

目
指

し
た

教
育

活
動

の
充

実

課
題
の
未
然
防
止
・

早
期
発
見

困
難
課
題
へ
の
対
応

・
教

育
者

と
し

て
の

素
養

を
磨

き
、
教

職
に

関
す

る
見

識
を

高
　
め

る
姿

勢
・
学

校
教

育
の

持
続

的
改

善
に

向
け

た
保

護
者

や
地

域
、
関

　
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
倫
理
観

人
間
性

社
会
性

・
服

務
規

律
・
法

令
の

理
解

と
遵

守
・
確

か
な

人
権

意
識

と
豊

か
な

人
間

性
・
多

様
性

へ
の

理
解

と
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

良
好

な
人

間
関

係
の

構
築

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

・
明

確
な

教
育

理
念

、
状

況
に

応
じ

た
的

確
な

判
断

、
迅

速
　
で

合
理

的
な

決
断

・
学

校
教

育
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
へ

の
適

応
・
教

育
資

源
の

開
発

・
活

用
学
び
続
け
る
力

探
求
心

・
学

校
現

場
の

実
態

や
教

育
改

革
の

動
向

の
把

握
、
社

会
の

変
化

を
前

向
き

に
受

け
止

め
よ

り
よ

い
教

育
活

動
を

模
索

す
る

態
度

・
自

ら
の

実
践

を
省

察
し

、
探

究
心

を
も

っ
て

挑
戦

し
続

け
る

姿
勢

・
学

び
の

機
会

へ
の

積
極

的
参

加
に

よ
る

新
し

い
知

識
や

多
様

な
価

値
観

の
獲

得
と

得
意

分
野

や
強

み
の

伸
長

ア
セ
ス
メ
ン
ト
能
力

・
内

外
環

境
に

関
す

る
情

報
の

収
集

・
整

理
、
デ

ー
タ

や
理

論
　
に

基
づ

い
た

分
析

、
関

係
者

と
の

共
有

・
多

様
な

人
材

の
能

力
や

特
徴

、
価

値
観

の
理

解
と

公
正

な
　
評

価

業
務
改
善

素 養

教
育
的
愛
情

使
命
感

責
任
感

・
子

ど
も

の
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
を

高
め

、
豊

か
な

人
間

性
を

育
む

熱
意

・
持

続
可

能
な

社
会

の
創

り
手

を
育

成
す

る
使

命
感

、
責

任
感

・
子

ど
も

の
命

を
守

る
安

全
教

育
・
危

機
管

理
の

理
解

素 養

教
育
者
と
し
て
の
資
質

・
効

率
的

な
時

間
管

理
に

対
す

る
意

識
・
精

選
・
改

善
・
創

意
工

夫
に

よ
る

効
率

的
・
効

果
的

な
業

務
遂

行
と

勤
務

時
間

の
適

正
な

管
理

・
心

身
の

健
康

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

同
僚
性

・
支

え
合

い
高

め
合

う
同

僚
性

へ
の

理
解

・
O

J
T

や
校

内
研

修
の

意
義

の
理

解

・
協

働
的

活
動

へ
の

積
極

的
参

加
に

よ
る

同
僚

性
　
の

構
築

・
組

織
に

お
け

る
自

ら
の

役
割

の
理

解
と

行
動

・
支

え
合

い
高

め
合

う
同

僚
性

の
構

築
、
学

び
合

う
　
文

化
の

醸
成

・
O

J
T

や
校

内
研

修
の

推
進

、
若

手
教

員
へ

の
助

言

・
支

え
合

い
高

め
合

う
同

僚
性

、
学

び
合

う
組

織
づ

く
　
り

を
牽

引
・
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
主

体
的

な
参

画
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

福
井
の
教
育
が
目
指
す
育
て
た
い
人
間
像

福
井
が
求
め
る
教
師
像

福
　
井
　
県
　
教
　
員
　
育
　
成
　
指
　
標

教
諭

管
理
職

福
井
県
が
求
め
る

採
用
時
の
姿

第
１
ス
テ
ー
ジ

第
２
ス
テ
ー
ジ

第
３
ス
テ
ー
ジ

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

教
育
活
動
を
推
進
す
る

教
員
と
し
て
の
基
盤
を
固
め
る

中
堅
教
員
・
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

教
育
活
動
を
牽
引
す
る

経
験
を
生
か
し
て
指
導
・
助
言
し
、

組
織
的
な
運
営
を
す
る

資
質
・
能
力
に
関
す
る
観
点

資
質
・
能
力
に
関
す
る
観
点
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